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板橋区障がい福祉に関するアンケートの調査結果 

１ 調査の目的 

本調査は、「板橋区障がい者計画・障がい福祉計画（第８期）・障がい児福祉計画（第４期）」の

策定に向け、区内の障害福祉サービス事業所等の運営やサービス提供状況を把握し、計画策定の

参考資料として活用することを目的に実施した。 

２ 調査対象 

区内で障害福祉サービス等を提供する計画相談支援事業所（４２事業所）に対して調査を行っ

た。 

３ 調査時期 

令和８年３月１９日～令和８年４月１７日 

４ 調査方法 

郵送配布・電子回答 

５ 回答状況 

配布数 回答数 回答率 

４２ ３１ 約７３．８％ 

 

６ 調査結果まとめ 

（１）指定を受けている相談支援事業について 

 回答事業所においては、「計画相談支援及び障害児相談支援」の双方を実施している事業所が２

０件で 65％と最も多く、「計画相談支援のみ」が９件で 29％、「障害児計画相談のみ」が２件で

6％となっており、多くの事業所が障がい者及び障がい児の双方に対応した相談支援を実施してい

ることがうかがえる。 
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（２）計画相談において、過去１年間で利用調整が難しかったサービス（主なサービスを４つま

で）について 

過去１年間において利用調整が難しかったサービスは、「居宅介護」が 18件と最も多く、次い

で「移動支援事業」が 13 件、「短期入所（ショートステイ）」及び「共同生活援助（グループホー

ム）」が各 9件となっている。 

また、その主な理由（いくつでも選択可）として「空きがない」「事業所側の人員不足」「本人

希望と合わない」等が多く挙げられている。 

これらの結果から、居宅系サービスや移動支援等の在宅生活を支えるサービスにおいて、提供

体制及び人材の不足が顕著であり、需要に対して供給が十分に確保されていない状況が認められ

る。 
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（３）障がい児計画相談において、過去１年間で利用調整が難しかったサービス（主なサービス

を４つまで）について 

過去１年間において利用調整が難しかったサービスは、「放課後等デイサービス」及び「移動支

援事業」がそれぞれ１０件と最も多く、次いで「短期入所（ショートステイ）」が６件となってい

る。 

その理由（いくつでも選択可）としては、「空きがない」に加え、「事業所側の人員不足」や

「本人希望と合わない」等が多く挙げられているほか、医療的ケアに対応可能な事業所の不足や

送迎体制の制約等も指摘されている。 

これらの結果から、障がい児分野においては、利用ニーズの増加に対して受入体制が十分とは

言えず、特に放課後の居場所や外出支援に係るサービスの確保が課題となっている。 

なお、（２）及び（３）に共通する課題として、「空きの不足」及び「人員不足」が挙げられ、

サービス基盤の強化が求められる。 
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（４）不足していると感じる地域資源（最大３つまで）について 

 回答事業所のすべてに質問した不足していると感じる地域資源では、「見守り・地域の居場所」

が１７件と最も多く、次いで「相談支援専門員」が１４件、「家族支援（レスパイト等）」が１３

件、「グループホーム」及び「医療的ケア対応事業所」がそれぞれ９件となっている。 

これらの結果から、地域生活を支える居場所や見守り機能の充実に加え、相談支援体制及び家

族支援の強化、並びに住まいの確保や医療的ケアに対応可能なサービスの拡充が求められている

ことがうかがえる。 
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（５）板橋区の障がい施策等への意見・要望について 

 自由記述により意見を求めたところ、計１２件の回答が寄せられた。これらの意見を７つのカ

テゴリーに分類した結果、人材不足への対応や相談支援体制の強化を求める意見が多く見られ

た。 

特に、ヘルパーや相談支援専門員の確保および支援の質の向上が課題として挙げられている。 

また、住まいや通所サービス等の受け皿の拡充、緊急対応を含めた支援体制の整備、制度の柔

軟化や周知の充実を求める意見が見られた。 

 

 

カテゴリー 件数 

相談支援体制 ３ 

住まい・居住支援 ２ 

施設整備 ２ 

人材不足 １ 

精神障がい者 １ 

アンケート進捗共有の要望 １ 

その他（意見なし・謝意） ２ 


